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本日の主要
プログラム クラブ協議会（PETS報告）

① 国歌斉唱・ロータリーソング（奉仕の理想）　　② 会長あいさつ
③ 会 務 報 告　　④ 出 席 報 告　　⑤ ニコニコBOX披露

～４月は母子の健康月間～

２０１８－２０１９年度国際ロータリー会長　バリー・ラシン
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■前回の
　例会（3月28日）の報告

インスピレーションになろう

　１１３年前の創設以来、ロータリーの
役割は、世界において、また会員の人
生において、絶えず進化してきました。

ロータリーはその初期、会員が親睦と友情を見つ
け、地域社会で人びととのつながりを築く方法を提
供していました。その後ほどなくして、ロータリー
に奉仕が芽生え、組織の成長とともにその影響も膨
らんでいきました。間もなく、ロータリー財団の支え
もあって、ロータリーの奉仕は世界中の家族や地域
社会の人びとの生活を変えていくようになりました。
活動の成果を高めるために、他団体とのパートナー
シップや奉仕の重点分野を生み出しました。各国政
府、国際団体、無数の地元や地域の保健当局と協力
して、世界最大の官民協同による保健の取り組み、
ポリオ撲滅にも乗り出しました。ますます多くの会
員が、友情だけでなく、人助けのために行動する方
法を求めてロータリーにやってくるようになりました。
　ロータリーは今も、そしてこれからもずっと、ポー
ル・ハリスが思い描いた団体であり続けます。それ
は、この地球上のあらゆる国の人たちが手を取り合
い、自分を超えた素晴らしいことを生み出せる場所
です。その一方で、今日のロータリーは、類まれな不
朽の価値を提供してくれます。それは、才能、そし
て世界を変えようという熱意をもつ人たちの世界的
なネットワークの一員となれるチャンスです。私た
ちは、地域社会で行動する力が世界的な影響を生み
出し、力を合わせればたいていのことを実現できる

能力とリソースを兼ね備えています。
　全世界で、ロータリーはかつてないほど重要な存
在となっており、より良い世界を築くその潜在能力
は莫大です。残念なことに、ロータリーがどんな団
体で、どんな活動をしているのかを十分に理解して
いる人は多くありません。私たちのクラブ内でさ
え、多くのロータリアンがロータリーについて十分
に知らず、ロータリー会員であることの恩恵を十分
に享受していません。
　ロータリーの奉仕は、人びとの人生、そして地域
社会を変えるものです。真に変化を生み出す奉仕を
もっと実現するために、私たちは、ロータリーでの
自分の役割、そして世界におけるロータリーの役割
を、これまでとは違う角度でとらえる必要がありま
す。公共イメージにもっと重点を置き、ソーシャルメ
ディアを活用して会員基盤を築き、奉仕のスケール
アップを助長してくれるパートナー組織に注目しても
らう必要があります。より持続可能な影響をもたら
す大きなプロジェクトに力を注ぎ、ロータリー年度や
任期を超えた活動の研究と計画に時間を費やす必要
があります。一番大切なのは、前向きな変化を生み出
し、私たちが今日直面する課題に勇気と希望、そし
て創造性をもって正面から立ち向かう意欲を、クラ
ブ、地域社会、そして組織全体から引き出すための
「インスピレーション」となる必要があるのです。
　ポール・ハリスが述べたように「ロータリーは、世
界平和の縮図であり、国々が従うべきモデル」です。
私にとって、ロータリーは、単なる「モデル」ではな
く、インスピレーションです。ロータリーは、可能性を
指し示し、そこに到達する意欲を引き出し、行動を
通じて世界の「インスピレーションになる」ための道
を拓いてくれるのです。

BE THE INSPIRATION



　井上智子様、本日はロータリー賞受賞おめでとうご
ざいます。これからも待機児童問題へのご尽力よろし
くお願いいたします。
　宋多情さん、卒業おめでとうございます。２年間の
米山奨学生お疲れさまでした。
　これからもロータリーへのご協力をよろしくお願い
いたします。

　出張続きで欠席が続き申し訳ありません。
　３月１１日、台湾出張の折、宜蘭に行って来ました。
宜蘭ＲＣの方々が昼食会を開いてくださり旧交を温め
てきました。葉（よう）さん、アポロさん達から皆様に
よろしくお伝えくださいとのことでした。また、心配
していた地震被害は宜蘭では全くなかったそうです。
　ご報告を兼ねてニコニコします。

　米山奨学生の宋多情さんが本日最後の例会となりま
した。見事に博士号を取得され１年間鹿大に残って研
究を続けることになりました。今後の活躍を祈念して
ニコニコします。

　３月２４日土曜日に息子の結婚式が東京渋谷の表参道
でありました。
　息子は地元の高校を出て東京の大学へ進学、卒業後
は大手ハウスメーカーに勤務し鹿児島を出て早１０年に
なります。
　娘が去年、息子が今年と２年連続の結婚式でした。
　今は親の責任を果たしほっとしています。

〈プログラム〉
　ロータリー賞贈呈式　
　　中洲児童クラブ支援員
　　井上　智子　様

　
〈ゲスト〉中洲児童クラブ運営協議会
　　　　　　委員長　小森　こうぶん　様
　
〈幹事ゲスト〉
　米山記念奨学生　宋　多情（ソン　ダジョン）さん
　　３月分奨学金授与
　
〈ビジター〉広島中央ＲＣ　七枝　敏洋　様
　
◇米山記念奨学生カウンセラー委嘱状授与
　堂園　光一郎　幹事ノミニー
　
〈３月在籍表彰〉６名
３４年　川平建次郎　君　　２７年　江口　清隆　君
２２年　藤安　秀一　君　　２０年　福元　紳一　君
１９年　庵木　英雄　君　　１２年　田中　藤雄　君
　
〈会務報告〉
１．４月のロータリーレートは、１ドル＝１０４円です。 

２．鹿児島西南ＲＣより会員の方が作られた西郷隆
　盛の本を頂戴しました。
　　ご覧になりたい方は事務局までお知らせください。

３．本日は米山ランチにご協力いただきありがとう
　ございました。

有  村　春  房 君

前回の例会記録 （ 3月28日分）

古  木　圭  介 君

新  穂  　　恵 君

次週予告

４月１０日（火） 1８：30～　東急REIホテル

城西 RC・サザンウインドRC
との３RC 合同例会

藤  安　秀  一 君、小  山　光  義 君

市内ＲＣ例会プログラム

http://www.rotary.org/
http://www.rotary.or.jp/
http://www.2730rc.jp/

Ｅメール・アドレス　info@kagoshima-w-rc.jp
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ＲＩのホームページアドレス
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定款休会

クラブ協議会⑧
（PETS報告・次年度計画）

クラブ協議会（PETS報告）
創立記念例会

観桜会　18：30～
城山観光ホテル2F桜島の間

４月５日（木）

４月５日（木）

４月５日（木）

４月６日（金）

小計 9,000 円　 累計 499,137 円

社会奉仕フォーラム
「防犯と交通安全について」

二火会　18：30～
サンデイズイン鹿児島

3RC合同例会　18：30～

PETS報告（内田会長エレクト）
ロータリーを語り合う例会
（青少年奉仕・インターアクト）
　
クラブ協議会


